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期 本にお る と と 主主 、No.18 IGS 国際セミナー ⽣ 、No.19

ジ にお るジェンダーと Booklet Series 3 ジェンダー・ ・⼥性の 的代 性 2019

年インド シ に関する である。 

ウェ 会 シス ムによるイ ント開催の に い、 をオンデ ンド する形での成果
も多 されるようになっているが、その⼀ で、本シリー のような ⼦形態の 成の重要性を

している。担当者による な 集を ることで、 々のイ ントや事業の や、その中での
の 点がより される。また、 成した からは、そこにかかわった研究者やス ッフた

ちの も わってくる。イ ント当 の を に こし、 集して⼀ の ⼦にまとめる 業は
容易ではないが、このような の を に、今後もシリー の 成に めたい。 
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2021 3  

2019 年 5 ⽉ 19 開催シンポジウムの 本 ・  
・ジ ン・バー イ ロ ンスの が し す 0 年後に り る 1959 年 ⼦ご成  
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料 子  

・ の 集と 開 

ジェンダー研究 を  
ジェンダー研究所は、1975 年 の ⼥性 時代から今 に るまで 40 年以上にわたり、

⼥性学・ジェンダー研究の ・ の 集を え間なく続 てきた。⼥性に関する ⼤な の集 と
もいえる は、お茶の⽔⼥⼦⼤学 の コーナーに され、学内外から OPAC Online 

Public Access Catalog で でき、⼿続きを れ 学外の者も利 可能である。 

 2020 年度は、新型コロナ感染 ⼤により、 への ち⼊りが されるなどの影響があったが、
来の の ・ の 集に え、 ⼦ 学外からの クセスは本学常 教 と本学学⽣

に る の ⼊も 的に進めた。また、昨年度、 コーナーの から⾒つかった OPAC 登 の
について、⼥性 時代からの などを し、⼊⼿時期や を調 、 に所

がないものなどを中 に登 を進めた。 新 ・ の は本 147〜148

。 においては、昨年度の に続いての⾒ し 置、フ イリングなどを進めた。 

 

 
ジェンダー研究所 25,000 、 340 は、お
茶の⽔⼥⼦⼤学 の コーナーに され、学内外の学⽣
や研究者に利 されている。 

 
開  

・⽉〜  8:45〜21:00 授業のない は 17:00 まで  

・  9:00〜17:00   ・ ・ 期 業期間中は閉  

・  12:00〜17:00 

閉   

・ 、国 の 、年 年始、⼤学 ⼀ 業  

・ ・ ・ 期 業期間中の  

・ 点  

・ 当 、 、⼊学 当 、 業   

新型コロナウィルス感染 ⼤ の対 のため、⼀ 利 に あり。
新 は ウェ イト o を 。 

研究  
・ のほかに、ジェンダー研究所内にて、 ⼊ ・ の 新 、研究

所の過 の成果 、事業の 、所 研究者 の のほか、 国のジェンダー研究施 や ⼥
同 の定期 を することができる。 

対 のほか、研究者 びジェンダーに関 を つ 々に、これらの や 、研究所に
された を広く活 してもらうため、 ールや による外 からの い わせ、 にも

時対 している。  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

ジ ー  
 

お茶の⽔⼥⼦⼤学デジ ル ーカイ では、本学を 業
し、⼥性の 的研究者として活躍した 井コ 、 カ、

年⼦、 みちよの研究業 をまとめた などが
開されている。 

これらの は、⼥性 時代の 1981 年の
定研究 ⼥性⾼等教育とその成果に関する 的研究 にお
る つのプロジェクト、 რ 研究者の活動状況に関する
調査研究ʊ 学 を中 にʊ ს ⼥性 に関する

・ の 集 び調査研究 の中で、それ れのご の
⼒を て 集した のうち、研究関 のものを 理し、⻑

い時間を て したものである。 

は本研究所の前 機関のプロジェクト成果である
が、これを⼤学の として広く 開するよう、2007〜
2009 年にデジ ル ーカイ された。 、 は
理学 内に 置された ⼥性 学者 で され、本学

・ 課 担当が となって や
等の に ている。 

 

⼦ プロジェクト 
2020 年度 概要 

ジェンダー研究所は 2017 年度に、 IGS ⼦ プロジェクト を始動した。ジェンダー研究所の
前 であるジェンダー研究セン ー 1996 年 、⼥性 研究セン ー 1986 年 、⼥性

1975 年 において、 たちが開催してきた 々な研究会やセミナー、国際シンポジウムの
を ⼦ し、デジ ル ーカイ のかたちで後世に すことで、ジェンダー研究のさらなる に

することを 指すプロジェクトである。 

4 年 を えた 2020 年度は、 務を交えての 業となった。 デー の ⼦ 、実施イ ント
⼀ 本 149〜153 の などを進めると同時に、本プロジェクトの などを

として にまとめる 業も進めた。来年度 2021 年度 は、これまで した ⼦ みフ イルを
イ ントごとに 理し、ま は 定的にではあるが、 できる に えていく 定である。 
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料 子  

ウェ イト等での  

ン ェ 要  
2020 年度は、ウェ イトなどイン ー ット上での が 々重要になったことを実感した

⼀年であった。例え 、新型コロナウィルス感染症対策として、シンポジウムやセミナーなどのイ
ントがオンラインになったことと して、それらの広 も、前年度までのポス ー・ ラシを
する形を中 し、ウェ イトや 、 ーリングリストが中 となった。このような広 対 につ
いては りなく進められた。また、 ルウェー 学 ⼤学との国際 同プロジェクト の

イト 本 ・ の新 で、ウェ イトの を ることもできた。 

しかしながら、以前より課題となっていたウェ イト の 理と の について
は、進 が ったことは めない。これもまた感染症対策の影響によるものであり、⼤学授業のオン
ライン により教 の 事 が したことや、⼤学閉鎖などで事務 も 務への り替えが必

となったが、その での業務 を えるのに時間を要したことが、 として げられる。 

そうした中でも、 開されている内容の⾒ しと、改善に向 た 業⼿ の を進めること
ができた。2021 年度には、2020 年度中の に いた改 業を に進め、さらなる
の を ることができるだろう。 

 
ェ （ ） ジェ ェ （ ） 
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